
福井県の人口と世帯数の推移
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Ｎｏ．１７４             ２２．１０．２９      福井県総合政策部政策統計課 

― デジタルアーカイブに見る福井の今昔  ― 

 今年 9 月に福井県の統計情報を掲載したホームページをリニューアル

しました。それに伴い、福井県が誕生した明治 14 年から平成 14 年まで

の各種統計情報を掲載した「福井県統計年鑑」（昭和 27 年までは「福井

県統計書」）109 年分を PDF ファイル化し、デジタルアーカイブ（記録

保管庫）として公開しました。平成 15 年以降の統計年鑑は既に公開済み

ですので、これで全ての統計年鑑を公開させていただいたことになります。 

 今回は、その中から福井の今昔を表す特徴的なデータを紹介します。 

 

☆福井県の人口・世帯数の移り変わり☆ 

 まずは人口と世帯数について 25 年ごとに見てみましょう。 

福井県が誕生した頃と比較すると人口はおよそ 4 割増加しています。しかし平成 11 年頃をピークに

減少傾向にあります。一方で世帯数は 2 倍以上増加しており、核家族化や単身世帯の増加により 1 世帯

あたりの家族の人数が年々減ってきていることが分かります。 

また、出生数は 100 年前と比べるとおよそ 3 分の 1 に、死亡数はおよそ 2 分の 1 に減少しており、

近年は死亡数が出生数を上回るようになってきています。 

 
明治 18 年 

(125 年前) 

明治 43 年 

(100 年前) 

昭和 10 年 

(75 年前) 

昭和 35 年 

(50 年前) 

昭和 60 年 

(25 年前) 

平成 21 年 

 

人口 591,392 人 631,586 人 645,347 人 752,696 人 817,633 人 808,589 人 

世帯数 120,009 世帯 113,180 世帯 133,534 世帯 164,290 世帯 224,295 世帯 275,759 世帯 

１世帯あたり

の平均人員 
4.93 人 5.58 人 4.83 人 4.58 人 3.65 人 2.93 人 

出生数 15,059 人 24,760 人 20,550 人 13,237 人 11,103 人 7,202 人 

死亡数 13,908 人 15,784 人 13,832 人 6,673 人 6,354 人 8,172 人 

出典：福井県統計書、国勢調査、福井県の推計人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出生数と死亡

数は右目盛 



 

 

 

 

 

 

 

 

次に、100 年前と今の福井県の人口密度を比べてみましょう。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１ｋ㎡あたり）

500人以上
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～99人

 

 

＜平成 21 年の福井県の人口密度＞ 出典：福井県の推計人口（平成 21 年 10 月 1 日現在） 

 

明治 43 年の県内の地域別人口密度は､県

全体では 1k ㎡あたり 158 人(2,438 人/方

里)でした｡福井市の人口密度が 3,253 人

(50,178 人/方里)となっており､突出して多

かったようです｡ 

※1 方里≒15.423k ㎡ 

 現在は､県全体の人口密度が 1k ㎡あたり

193人｡明治43年と比べておよそ2割増加

しています｡人口密度が最も高いのは鯖江市

の797人､最も低いのは池田町の16人とな

っています｡ 

 県全体の人口の分布は明治時代と比べて

あまり変化がないことが分かりますね。 

☆福井県の市町村数☆ 

県内の市町村の数はどのように移り変わってきたのでしょうか。 
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福井県が誕生した頃には 248 町

1,742 村、計 1,990 もの町村があ

りました｡その後､明治22年の市制

町村制施行に伴う明治の大合併､昭

和 28 年より行われた昭和の大合

併､そして昨年度末まで全国的に実

施された平成の大合併を経て、市町

村数は段階的に大幅に減少しまし

た｡ 

平成 22 年 10月現在の県内の市

町数は 9 市 8 町、計 17 市町で、

福井県が誕生した頃のおよそ 120

分の 1 になっています｡ 

【１方里当たりの人口】 
50,000 人以上（3,242 人/k ㎡）：福井市 
5,500 人以上（357 人/k ㎡）：吉田郡 
4,400 人以上（285 人/k ㎡）：坂井郡、足羽郡 
2,500 人以上（162 人/k ㎡）：丹生郡、敦賀郡、 

遠敷郡、大飯郡 
2,000 人以上（130 人/k ㎡）：今立郡 

1,200 人以上（ 79 人/k ㎡）：大野郡、南条郡、三方郡 

＜明治 43 年の福井県の人口密度＞ 出典：明治 43 年福井県統計書 

出典：福井県統計書、福井県統計年鑑 



その他１４業種
 2,859億円

17.1%

金属
809億円 4.8%

その他
(眼鏡・漆器等)

770億円 4.6%

輸送用機械
797億円 4.8%

生産用機械
664億円 4.0%

電気機械
1,181億円 7.1%

プラスチック
1,289億円 7.7%

非鉄金属
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繊維
2,290億円
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化学
2,469億円

14.8%

電子・デバイス
2,417億円

14.5%製造品出荷額等
１兆６，７２２億円

絹織物 21,116
醸造物 1,958
製糸類 1,566
家具用品 978
土石製品 653
製紙 616
毛織物 413
絹綿交織物 317
綿織物 303
藁細工品 261
麻織物 247
その他 210
油類 162

計 28,800

製造品出荷額等の内訳 

単位:千円 
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金額（100万円）
100年前を1と

した場合の倍率
 明治42年 29 1
 昭和 9年 165 6 5人以上
 昭和34年 58,625 2,022 4人以上
 昭和59年 1,490,260 51,388
 平成21年 1,672,177 57,661

製造品出荷額等の推移

 

☆製造業の推移☆ 

 次は、製造業について見ていきましょう。 
（明治 42 年､昭和 9 年は､従業者 5 人以上｡昭和 34 年から平成 21 年は､従業者 4 人以上｡） 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 21年の県内の 4人以上事業所数は 2,580 事

業所で、過去最多と推定される昭和 48 年の 5,554

事業所と比較すると､半数以下になっています｡ 

 しかし､製造品出荷額等の推移を見ると 100 年前

と比べて大きく増加していることが分かります｡ 

※金額は 100 年で約 5 万 8 千倍にも増加していますが、これには物価上昇分が含まれます。そこでそれを取り除くために、日本

銀行調査統計局公表の企業物価指数を用いて比較してみます。明治 42 年から平成 21 年度で企業物価指数は 1,144 倍となっ

ているので、明治 42 年の製造品出荷額等は現在の約 330 億円と計算され、平成 21 年の約 50 分の 1 程度と推定されます。

ただ、価格上昇率の物指しとして何を使うかで計算結果は異なるので、参考数値として考えてください。ちなみに、それぞれの

米の値段をもとに試算すると、明治 42 年の製造品出荷額等は約 240 万石分、平成 21 年は約 2,400 万石分に相当します。 

 ☆100 年前と現在の製造品出荷額等の構成比☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治 42 年の内訳を見てみ

ると､特に絹織物の生産が

盛んであることが分かりま

す｡さらに､製糸類､他の織

物を｢繊維｣という項目でま

とめてみると､製造品出荷

額等全体に占める｢繊維｣の

割合は 83%となっていま

す｡ 

現在では､製造品出荷額等は 1 位

化学､2 位電子･デバイスとなって

います｡昔から盛んであった繊維

は､3 位と今も上位を維持してい

ます｡ 

また､繊維の事業所数は県内で

686 事業所(26.6%)､従業者数は

16,079 人(23.0%)と産業別で見

ると最も多くなっています｡ 

＜明治 42 年＞ 

＜平成 21 年＞ 

出典：明治 42 年、昭和 9 年は福井県統計書 

   昭和 34 年は福井県統計年鑑 

   昭和 59 年は福井県の工業 

   平成 21 年は工業統計調査速報、 

 （100 年前） （75 年前） （50 年前） （25 年前） （現在） 
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敦賀港外国貿易額の推移
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☆敦賀港の外国貿易☆ 

 最後に敦賀港の外国貿易の様子を 100 年前と比較してみました｡左図は｢明治 42 年福井県統計書｣に掲載された

グラフです｡右図は大阪税関の資料をもとに今回作成したものです｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月に福井県の統計情報のホームページをリニューアルしました。その主な特色は、デジタルアーカイブとし

て109年分の統計書を掲載したことですが、他には、グラフを多く使って統計を分かりやすく紹介する、目的の

統計を探しやすくするため多くのリンクを配置するなどの工夫をしています。是非一度ご覧ください。ホームペ

ージのURLは次のとおりです。 http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/toukei/index.htm 

 

 

この資料内容に関するお問合せは、政策統計課統計分析グループ（電話 0776-20-0271）までご連絡ください。 

 明治 35 年にウラジオストクと敦賀港との間に定期航路が開設

された後、明治40年には第一種重要港湾に指定され、敦賀港の貿

易量が著しく増加した様子が分かります。また、明治42年は、輸

出が輸入の2倍以上あったようです。 

 最近は輸出が減少傾向でしたが、平成21年輸出額は前年の80

億円から 177 億円と約 120％増でした。さらに、大阪税関の資

料によると、平成 22 年は 8 月分までで既に昨年の輸出実績を 3

割近く上回るなど大幅に増加しているとのことです。 

 10月12日には多目的国際ターミナルの本格供用が開始され、

今後の発展が期待されます。 

出典：明治42 年福井県統計書 

 

出典：「大阪税関 外国貿易年表」 

国勢調査へのご回答、ありがとうございました。 

 県が募集した人口あてクイズには、1,117名の方からご応募をいただきました｡ 

たくさんのご応募ありがとうございました｡ 

 9月の推計人口は805,372人でした｡さて何人になるでしょうか。 

○今後の国勢調査結果公表スケジュール 

 ・平成23年1～2月 総人口と世帯数に関する集計結果（速報） 

   人口あてクイズの当選者は、この時期に福井県が発表する速報により決定します。 

   なお、福井県の推計人口については、速報値公表後、発表を再開します。（それまで 

  はお休みさせていただきます。） 

 ・平成23年10月：調査票の全数による集計結果（確報） 
お知らせ 

http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/toukei/index.htm

